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[ 目 的 ]  こ れ ま で 、 過 酸 化 水 素 （ H 2 O 2 ） を 波 長 4 0 0  n m 付 近 の 可 視 光 で 光 分
解 し 、 水 酸 化 ラ ジ カ ル を 発 生 さ せ る こ と で 効 果 的 に 殺 菌 を 行 い 得 る こ と 、
さ ら に 本 技 術 を 応 用 し た 義 歯 洗 浄 シ ス テ ム に よ り 、効 果 的 な 義 歯 洗 浄 効 果
が 得 ら れ る こ と を 報 告 し て き た 。 し か し な が ら 、 水 酸 化 ラ ジ カ ル は 強 い 酸
化 力 を 有 す る た め 、繰 り 返 し 義 歯 洗 浄 を 行 っ た 場 合 に は 義 歯 床 レ ジ ン の 酸
化 劣 化 を 引 き 起 こ す 懸 念 が あ る 。 そ こ で 本 研 究 で は 、 義 歯 床 用 レ ジ ン を
H 2 O 2 に 浸 漬 し 、 波 長 4 0 0  n m の 光 照 射 を 7 日 間 行 っ た 場 合 の レ ジ ン の 物 性
お よ び 色 調 の 変 化 を 検 討 し た 。  
[ 方 法 ]  市 販 の マ イ ク ロ 波 重 合 型 床 用 ア ク リ ル レ ジ ン （ ア ク ロ ン M C  N o 3 ,  
G C ） を 用 い 、 加 圧 填 入 法 に よ り 、 3 0 × 1 0 × 2  m m の 板 状 試 料 を 作 製 し た 。
試 料 は 全 面 を エ メ リ ー 紙 ＃ 1 0 0 0 で 研 磨 し 、さ ら に 自 動 研 磨 機 と 3  μ m ダ イ
ヤ モ ン ド 懸 濁 液 に て 仕 上 げ 研 磨 し た 。 光 源 に は 、 当 研 究 室 で 作 製 し た 実 験
用 L E D 光 照 射 装 置 （ 波 長 ： 4 0 0  n m ） を 用 い た 。 試 料 を 下 記 の 6 グ ル ー プ
に 分 け 、 7 日 間 の 浸 漬 試 験 を 行 っ た 。  
G r o u p 1 ： 1  M  H 2 O 2 に 浸 漬 し 、 放 射 照 度 1 6  m W / c m 2 で L E D 光 照 射  
G r o u p 2 ： 1  M  H 2 O 2 に 浸 漬 し 、 放 射 照 度 1 0  m W / c m 2 で L E D 光 照 射  
G r o u p 3 ： 純 水 に 浸 漬 し 、 放 射 照 度 1 6  m W / c m 2 で L E D 光 照 射  
G r o u p 4 ： 1  M  H 2 O 2 に 浸 漬 し 、 遮 光  
G r o u p 5 ： 純 水 に 浸 漬 し 、 遮 光  
浸 漬 後 、 試 料 を 水 洗 乾 燥 し 、 3 点 曲 げ 試 験 に よ る 曲 げ 強 度 お よ び 曲 げ 弾 性
率 の 評 価 、 ビ ッ カ ー ス 硬 度 の 測 定 、 表 面 粗 さ の 測 定 、 測 色 機 を 用 い た 色 調
測 定 を 行 っ た 。 色 調 測 定 は 浸 漬 試 験 の 前 後 で 行 い 、 色 差 を 求 め た 。 グ ル ー
プ 間 で の 各 測 定 値 の 統 計 学 的 有 意 差 を 一 元 配 置 分 散 分 析 で 検 出 し た 後 、
G r o u p 5 に 対 す る 統 計 学 的 有 意 差 を D u n n e t t の 多 重 比 較 検 定 法 に よ り 検 出
し た （ p ＜ 0 . 0 5 ）。  
[ 結 果 お よ び 考 察 ] 曲 げ 強 度 に 関 し て 、 G r o u p 1 と G r o u p 2 は G r o u p 5 に 比 べ
て 有 意 に 低 い 値 を 示 し た 。ま た 、浸 漬 試 験 前 後 の 色 差 は 、G r o u p 1 と G r o u p 2
で G r o u p 5 に 比 べ て 有 意 に 大 き い 値 が 認 め ら れ た 。 そ の 他 の 測 定 値 に 関 し
て は G r o u p 間 で の 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 曲 げ 強 度 と 色 差 に 関 し て 、
浸 漬 試 験 に よ る 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ た が 、 J I S 規 格 や 過 去 の 文 献 値 と 比
較 す る と そ れ ら の 変 化 は 臨 床 的 に 許 容 で き る 範 囲 内 で あ る と 考 え ら れ る 。  
こ れ ま で の 研 究 よ り 、0 . 5  M の H 2 O 2  に 義 歯 を 浸 漬 し 、放 射 照 度 5  m W / c m 2
で 光 照 射 を 行 い な が ら 洗 浄 を 行 っ た 場 合 、 2 0 分 の 洗 浄 で 義 歯 性 プ ラ ー ク
中 の 細 菌 を 約 7 - l o g の 殺 菌 で き る こ と が 分 か っ て い る 。 従 っ て 、 義 歯 洗 浄
を 1 回 2 0 分 行 う と 想 定 す る と 、 本 研 究 で の 7 日 間 （ 1 6 8 時 間 ） の 連 続 処
理 は 約 5 0 0 回 の 繰 り 返 し 洗 浄 に 相 当 す る 。本 研 究 で は 臨 床 応 用 に 向 け た 義
歯 洗 浄 機 の 仕 様 を 検 討 す る こ と を 目 的 に 、 よ り 厳 し い 条 件 で あ る 1  M の
H 2 O 2 と 、 放 射 照 度 1 0 お よ び 1 6  m W / c m 2 の 条 件 で 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結
果 、過 酸 化 水 素 光 分 解 殺 菌 技 術 が レ ジ ン の 強 度 お よ び 色 調 に わ ず か に 影 響
を 及 ぼ す こ と が 分 か っ た 。そ の 影 響 は 臨 床 的 に 許 容 で き る 範 囲 内 で あ る と
考 え ら れ る が 、 今 後 、 臨 床 応 用 に 向 け た 十 分 な 仕 様 の 検 討 が 必 要 で あ る 。  
 
